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1. はじめに 

JERA パワー武豊合同会社武豊火力発電所 5 号機建設工事における放水路設備の構築にあたり、PC-壁体

を放水路側壁として本体利用する工法を採用し、2020 年 2 月までに施工を完了した。本報告では、PC-壁

体の打設管理方法および出来形計測結果と、本工事にて開発した変形追随性目地充填材（以下、ベントナ

イトモルタル）の品質管理方法とその結果について記す。 

2. PC-壁体打設工 

本工事において使用した PC-壁体は、サイズ□-700×700、

杭長 L=10～18m であり、延長 370m の放水路設備に対し、

片側 518 本、両側合計 1036 本の打設を行った。写真 1 に

PC-壁体打設状況を示す。PC-壁体打設精度の管理方法とし

ては、各 PC-壁体打設後に壁体天端部の延長方向のずれ量

を測定し、ずれ量に応じて次に打設する PC-壁体に取りつ

ける鉄板スペーサーの厚みを調整することで管理を行っ

た。傾斜については、PC-壁体側面に溶接したガイドプレー

トを打設後の壁体に沿わせて打設するとともに、打設中に

鉛直度を確認することで管理を行った。写真 2 にスペーサ

ー及びガイドプレートの設置状況を示す。 

上述の方法による施工管理の結果、延長方向については 2

台により施工した PC-壁体の併合箇所においても間隔は設

計通りとすることができ、全延長の施工を終えることがで

きた。PC-壁体の傾斜についても、掘削後の出来形計測結果

より、全本数が規格値±1/200 以内に収まっていることを確

認した。図 1 に PC-壁体の傾斜に関する出来形測定結果を、

図 2 には掘削後の放水路の内空幅（規格値 5100mm 以上）

測定結果を示す。 
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写真 1 PC-壁体打設状況 

写真 2 スペーサー及びガイドプレート 

ガイドプレート 

スペーサー 

図 1 PC-壁体の傾斜測定結果 

（赤線：西側 青線：東側） 

図 2 放水路の内空幅測定結果 
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3. 目地充填工 

PC-壁体の目地モルタル充填においては、放水路地山側に

大規模地震時の変形追従性を考慮したベントナイトモルタ

ルを採用した。図 3 に目地部拡大図を示す。また、本敷地

においては、PC-壁体の支持層が N 値 50 以上であり、かつ

その上部にも洪積の礫層が挟在していたことから、目地部

の削孔においては通常用いられるボーリングマシンの適用

が困難であると判断された。そのため、目地部の削孔には、

打撃による礫の破砕・除去が可能なロータリーパーカッシ

ョンドリル（写真 3）を採用した。また、目地部削孔・洗

浄後にベントナイトモルタルを確実に充填するためには、

フロー値の管理が重要となるが、その性状は練混ぜ時の気

温や湿度によっても大きく影響を受けることが事前の配

合試験から確認された。そのため、現場での練混ぜにおい

ては、雨天時は作業を中断し天候回復後に再度フロー試験

を実施することで品質確保を図った。 

写真 4 にベントナイトモルタルのフロー試験状況を、図

4 にフロー値測定結果を示す。本結果に示す通り、全試験

において 175mm±25mm の管理値を満足した。 

4. 工事工程 

本工事の工事工程表を図 5

に示す。一般的な開削工法に

よる現場打ち躯体の場合は

27 か月と想定されたのに対

し、PC-壁体の本体を利用し

た本工事では 21 か月で完了

することができ、6 カ月の工

程短縮を実現した。 

5. まとめ 

放水路構築工事において PC-壁体の本体利用を行ったことで、大幅な工程短縮を実現することができた。

また、今回開発した変形追随性ベントナイトモルタルは、鋼管矢板壁などの施工時に変形を生じる部材の

継手止水材としても幅広く適用できる可能性もあるため、今後更なる展開を図っていく所存である。 

放水路内空側：ベントナイトモルタル 

地山側：普通モルタル(ジャケット袋有り) 

図 3 PC-壁体目地部拡大図 

写真 4 ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄﾓﾙﾀﾙ ﾌﾛｰ試験状況 図 4 ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄﾓﾙﾀﾙ ﾌﾛｰ値測定結果 

図 5 工事工程表(上段：従来工法、下段：本工事) 写真 5 完成後の放水路内部状況 

写真 3 目地部削孔状況 
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